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3月 14日(金)の予定 

移動例会(浮世絵博物館) 

2月 21日(金)の予定 

休会（クラブ定款） 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/土屋久 副委員長/舘島豪 

委員/百瀬敏男 小林正樹 

太田隆治 眞峯透 

 

２０２４－２０２５年度会報 

会長／飯嶌司 幹事／小林あや 

 
事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

【第３回ガバナー補佐訪問例会】 

ホテル・ブエナビスタ 

司会          百瀬敏男会場監督委員 

点鐘 12:30         柴田ガバナー補佐 

ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

≪本日のゲスト≫ ◇中信第一グループ 

ガバナー補佐 柴田博康様（松本城ＲＣ） 

◇浅間温泉ホタルの里づくりの会  

副会長 久保村 能久 様 

◇松本少年刑務所母の会 会長 近藤美枝子様 

≪2025-26年度 地区委員会委嘱状≫ 

◇公共イメージ向上委員会委員 籾山志基君 

会長挨拶     飯嶌会長 

本日はゲストを招き国際ロータ

リークラブの創立記念例会を開

催します。ロータリークラブは、１

９０５年２月２３日にアメリカ・シカ

ゴにて発足致しました。この日か

ら始まる１週間を「世界理解と平和週間」と名付けて、国際

理解・友情・平和等記念日の趣旨にちなんだプログラムで

例会を実施しております。 

松本東ロータリークラブは毎年この週の例会を地域住民

の業績表彰として、今年は『松本少年刑務所母の会』を表

彰させていただきます。この会は、少年刑務所の若い受刑

者と向き合い、その更生を支えておられます。 

また、恒例となりました『浅間温泉ほたるの里づくりの会』

への協力金贈呈も行います。現在は社会奉仕委員会が 3

月に行う、ホタルの里整備事業に向け準備が進行中です。 

さらに、今日は第 3 回ガバナー補佐訪問で、中信第一地

区から柴田ガバナー補佐にもご参加いただいております。 

そして、表彰式に際し、もうお一人の方をご紹介いたしま

す。本来なら表彰を予定しておりましたが、ご本人の意向

により辞退された、浅間温泉神宮寺住職の高橋卓志さんで

す。高橋さんは 40 年以上にわたり、私たちの地域社会の

在り方そのものを考えてこられた方で、 1978 年という早い

時期から障がい者共同作業所の支援を始められ、1981 年

には松本市ボランティア連絡協議会を設立されました。 

その活動は松本だけにとどまらず、1991年からは 6年間で

36 回もチェルノブイリに行き、被災地の子どもたちへの医

療支援活動を展開されました。また、地域の学びの場とし

て、「尋常浅間学校」を開設し、文化人や著名人を招いた

学びの機会を 10年間で 100回開催するなど、交流の場を

提供されました。2000 年代に入ってからは、 次々と NPO

法人を立ち上げ、高齢者・障がい者支援、HIV/エイズに感

染した方々の就労支援、市民活動への資金援助など、松

本の様々な課題に取り組んでこられました。 

近年、高橋さんはステージ 4 のがんと診断され、闘病生

活を送りながらも、死への向き合い方や命の尊さについて

発信しています。特に、昨年当クラブで表彰した声楽家・狭

間壮さんとの対話は、市民タイムス等を通じて発信されまし

た。しかし、今年に入り体調がすぐれず、健康上の理由に

より残念ながらこの表彰を辞退されました。本件については、

小林あや幹事が高橋さんと直接お会いし、ご相談のうえ判

断いたしました。高橋さんの回復を心よりお祈りいたします。 

幹事報告             吉池副幹事 

１．次週２８日の例会は、クラブ定款による休会です。翌週３  

月７日（金）はブエナビスタにて通常例会です。 

２．中信第一G今年度及次年度合同会長幹事会のご案内   

です。ホストクラブはあづみ野 RCです。 日時：４月１２日

（土）  受付１４：００～   会議及懇親会 １４：３０～１８：３０ 

場所：深志神社梅風閣 登録料： 出席者１名に６０００

円 出席：今年度次年度会長幹事及び事務局 です。 

３．例会変更については、引き続き現在どのクラブでもビジ

ター受付は実施されていません。ご了承ください。     

 出席委員会報告           小畑委員 

本 日 2月 21日 欠席 8名 出席率約 74.19％ 

ニコニコＢＯＸ報告            村山委員 

・本日はよろしくお願いします。柴田ガバナー補佐 

・少年刑務所母の会近藤会長、ホタルの会久保村副会

長、柴田ガバナー補佐よろしくお願いします。飯嶌会長 

〔夫人誕生〕高木君 〔皆出席〕太田君、望月 

〔何となく〕舘島君  〔写真掲載〕浅川君、村山君、

籾山君、 

☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

司会            福田プログラム委員 

【ガバナー補佐ご挨拶】柴田博康ガバナー補佐 

第三回クラブ訪問にあたり、

ご挨拶をさせて頂きます。9月に

白馬 RC 主催で白馬北小学校

にて開催された夢の実現プロジ

ェクトへの共催・参加を頂きあり

がとうございました。これは、小



☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 4465 ★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

学生に心身ともに健やかにに育ってもらいたいという願

いを込めた奉仕活動であり、比較的小規模なクラブをホ

ストとして各グループ内で応援していただくことを目的と

して、また保護者のロータリーの認知度を上げるため、

ひいては会員の増強に繋げる奉仕活動であります。今

後も継続事業として検討して頂ければと思います。 

 11月 16日ホテルブエナビスタにて、IM・会員セミナー

を開催しました。皆様にご参集頂き心より感謝申し上げ

ます。会員セミナーでは、「これからのロータリークラブを

共に考えてみましょう」というテーマで折井直前ガバナー

に講演していただきました。地域社会と経済環境が

激しく変化し多様化している現状の中で、ロータリ

ーはどのように変わりつつあるのか、そして私たちのロー

タリー活動はこれからどうしていくべきかなどについて多

くの課題を再認識でき意義深いものとなったのでないで

しょうか。親睦懇親会は、楽団ケ・セラの演奏からはじま

りました。皆様の親睦がはかられ、友情が深まったことで

しょう。楽団ケ・セラは、松本市を拠点に、障がいを持つ

若者たちが音楽活動を通じて社会的自立を目指し結成

された楽団であり、ＤＥＩの考えを体現した団体です。 

さて地区内では、会員の減少よる 20 名以下での

クラブ活動の実施、会員の高齢化と退会、若年・女

性会員の入会が少ない、入会３年までの退会率約

30％であるなど諸課題があります。このような状況

で今年度の活動指針と対策が計画され実施さていま

すが、地区、委員会の連携と強化、クラブ及びグル

ープの連携と強化が最重要課題であります。ＤＥＩ

研究会が新設され活動を行っておりますし、新会員

セミナーの開催もされております。また、マイロー

タリーの登録推進など地区でのデジタル化が図られ

ています。このような状況において中信第一グルー

プの会員は、2024 年 12 月末現在１４９名となり、

2024年 7月 1日現在１４７名から２名の純増となっ

ております。地区目標である５％にはまだ未達です

が、皆様のご協力に感謝申し上げます。 

最後に、下半期地区の事業がまだございます。どう

か地区の行事予定表を再度確認して頂き、ご参加とご

協力を賜りますようお願い申し上げます。 

【浅間温泉ホタルの里づくりの会へ協力金の贈呈】 

副会長 久保村 能久様 ご挨拶 

本日はありがと

うございます。皆

さんのご協力で 25

回を迎えました。

現在６月末から 7

月上旬にほたるの

里祭りを実施して

おり、シーズン中の来場者も増えました。近年、水路

の水漏れが多くなり大改修も予定しています。さらに

充実した環境に整えていきたいと思います。 

【ロータリー創立記念例会～地域住民の業績表彰】        

◇飯嶌会長より感謝

状と金一封の贈呈 

松本少年刑務所母の

会 会長近藤美枝子

様（推薦：飯嶌会長） 

＊推薦の理由 

少年刑務所母の会

は、長年にわたり、

非行や犯罪に関わっ

た少年たちの更生と社会復帰を支援する活動を続けて

こられました。彼らに寄り添い、社会とのつながりを

取り戻すための支援を惜しまない姿勢は、地域社会に

おける更生支援の模範となるものです。同会の活動の

一環として、受刑者との交流や文通プログラム、音楽

を通じた心の交流など、多様な支援が行われています。

特に、少年たちが「人を傷つけるのではなく、感動や

温かさを届ける人になろう」と決意を新たにするきっ

かけとなるような活動は、彼らの更生意欲を高める大

きな役割を果たしています。以上の理由により、少年

刑務所母の会の長年にわたる功績を称え、地域住民の

功績表彰にふさわしい団体として推薦いたします。   

≪2025.2.22 市民タイムス掲載≫ 

【点鐘 13：30】       柴田ガバナー補佐 


